
【背景】ALK陽性肺癌に対する分子標的治療薬の使用には、
Vysis ALK Break Apart FISHプローブを用いて ALK融合遺
伝子を検出しなければならない。現在 Vysisのプローブに
対する CISHキットは市販されておらず、光学顕微鏡下で
の観察は不可能である。また、FISH染色標本は長期保存に
不向きであることや蛍光顕微鏡を所有していない施設もあ

るため容易に観察ができない欠点がある。

【目的】Vysis ALK FISHプローブを用いて CISH染色の検
討を行う。

【方法】当院にて ALK陽性肺癌と診断された症例に Vysis 
ALK FISHプローブにて FISH染色後、Dako DuoCISHキッ
ト(Dako)、TwinStar CISH Detection Kit (KREATECH)、ヒス
トラ HER2 CISH キット(常光)を使用して CISH染色を行っ
た。

【結果】Dakoと KREATECHのキットでは緑シグナルに対
する染色のみ、常光のキットでは橙シグナルに対する染色

のみ得られた。Dakoと常光の 2種類のキットを組み合わせ
て染色を行ったところ、両方のシグナルに対する染色が得

られた。しかしシグナルの色の区別がしにくく、発色剤の

色の検討も追加し、その結果、市販キット内の試薬を用い

るよりも良好な染色を得ることができた。

【考察】どのキットも検出には HRP標識された発色剤を用
いていた。単色の結果しか得られなかったのは抗体が

Vysisのプローブで使用している蛍光色素と反応しなかった
ためであり、緑シグナルのみ発色されるキットと橙シグナ

ルのみ発色されるキットを組み合わせる事で CISH染色が
可能になったと考える。

【まとめ】Vysisのプローブを用いて FISH染色を行った標
本でも CISH染色は可能であった。数社のキットを組み合
わせることや、発色剤の色を変えることにより、様々な

FISHプローブに対する CISH染色の幅が広がる。また、蛍
光顕微鏡を所有していない施設や FISH染色を外部に依頼
している施設でも、FISH染色の判定後に CISH染色が行え
れば、いつでも容易に観察することができ、標本の長期保

存にも寄与すると考える。
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